
船舶事故等調査報告書 

平成２３年１月２７日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１０横第３８号 

事故等種類 衝突（灯標） 

発生日時 平成２２年１月７日 １８時２７分ごろ 

発生場所 愛知県名古屋港東航路第６号灯標 

（概位 北緯３４°５８.９４′ 東経１３６°４８.９４′） 

事故等調査の経過  平成２２年３月１６日、本事故の調査を担当する主管調査官（横浜事務

所）を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報  

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

貨物船 林
りん

航
こう

丸、４９９トン 

 １４１１２８、林永株式会社 

 乗組員等に関する情報 船長、四級海技士（航海） 

 死傷者等 なし 

 損傷 本船 右舷側のアルミ製ワーフラダー折損 

灯標 灯標基部の防護枠等の破損 

 事故等の経過  本船は、船長ほか４人が乗り組み、オイルコークス約１,５０２t を積載

し、名古屋港東航路を北東進中、平成２２年１月７日１８時２７分ごろ、

本船の右舷側中央部が名古屋港東航路第６号灯標（以下「本件灯標」とい

う。）に衝突した。 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 西北西、風力 ２、最大瞬間風速 約６～７m/s

海象：平穏、潮汐 上げ潮の初期 

 その他の事項  本船の後方から、大型船が接近してきていた。 

分析 乗組員等の関与 あり 

船体・機関等の関与 なし 

気象・海象の関与 あり 

判明した事項の解析  本船は、名古屋港東航路を北東進中、船長が同

航路の右側端を航行していることに気付かなかっ

たため、本件灯標に衝突した可能性があると考え

られる。 

原因  本事故は、夜間、本船が、名古屋港東航路を北東進中、船長が同航路の

右側端を航行していることに気付かなかったため、本件灯標に衝突したこ

とにより発生した可能性があると考えられる。 

 

 




